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３
月
定
例
会
に
お
い
て
市
長
が

表
明
し
た
令
和
２
年
度
の
市
政
運

営
の
基
本
的
考
え
方
と
な
る
「
施

政
方
針
」
と
予
算
概
要
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す（
２
月
28
日
表
明
）。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
人
口

減
対
策
で
は
、
移
住
・
交
流
居
住

促
進
事
業
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
運
用
、
少
子
化
対
策
事
業
な
ど

の
促
進
、
観
光
振
興
を
主
体
と
す

る
経
済
活
性
化
で
は
、
静
岡
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
参
加
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事

業
等
、
誘
客
の
増
加
を
狙
い
と
し

た
事
業
の
実
施
、み
な
と
ま
ち
ゾ
ー

ン
活
性
化
事
業
な
ど
諸
事
業
の
推

進
、
防
災
対
策
で
は
、
敷
根
避
難

路
の
北
側
の
整
備
と
避
難
施
設
の

充
実
や
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行

政
無
線
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
昨
年
11
月
に
建
設
用
地
を
購

入
し
、
今
年
度
の
建
設
工
事
着
手

に
向
け
て
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
中
学
校
再
編
に
関
し
て

は
、
令
和
４
年
４
月
の
開
校
を
目

指
し
、
新
中
学
校
の
理
念
を
は
じ

　

各
課
の
将
来
的
な
所
要
額
や
歳

入
見
込
の
資
料
を
基
に
作
成
し
た

「
中
期
財
政
見
通
し
」
で
は
、
今
年

度
で
約
14
億
円
の
財
源
が
不
足
し
、

令
和
６
年
度
ま
で
の
向
こ
う
５
年

間
で
は
約
54
億
円
の
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

人
口
や
事
業
所
数
と
と
も
に
、

税
収
も
減
少
が
進
む
一
方
で
、
社

会
保
障
関
連
経
費
や
老
朽
化
施
設

維
持
管
理
等
の
財
政
需
要
は
、
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
財
源
を
地
方

債
の
借
入
れ
に
依
存
す
る
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
本
格
化
す
る
、
新
庁

舎
建
設
事
業
と
中
学
校
再
編
事
業

の
後
に
も
、
じ
ん
芥
処
理
場
の
更

新
な
ど
、
大
型
事
業
が
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
物
件
費
等
の
支
出

が
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

下
に
あ
っ
て
、
多
種
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
の
全
て
に
応
え
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
必
要
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
は
行
政
の
責
務
で
あ

り
、「
自
然
と
歴
史
を
活
か
し
、
や

す
ら
ぎ
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
前
に
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政

健
全
化
と
ま
ち
づ
く
り
を
並
行
し

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
本
市
行

財
政
の
大
き
な
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
人
口
減
対

策
、
観
光
振
興
を
主
体
と
し
た
経

済
活
性
化
事
業
、
防
災
対
策
事
業

の
３
本
の
柱
を
重
点
事
業
と
し
て

定
め
、
新
庁
舎
建
設
と
中
学
校
統

廃
合
の
２
大
事
業
の
着
実
な
遂
行

と
、
未
来
ま
で
続
く
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
、
歳
入
確
保
を

徹
底
し
、
各
々
の
政
策
・
事
務
事

業
に
お
い
て
も
先
例
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
廃
止
、
見
直
し
、

新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
徹
底
的

に
検
討
し
、
効
率
的
か
つ
合
理
的

な
事
業
予
算
の
計
上
に
努
め
る
こ

と
を
方
針
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

　

新
た
な
地
域
の
担
い
手
と
な
る

人
づ
く
り
と
し
て
、
移
住
・
交
流

居
住
事
業
や
本
市
出
身
者
が
戻
れ

る
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
に
よ

る
や
さ
し
い
地
域
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

移
住
情
報
の
発
信
、
相
談
体
制

の
構
築
、
移
住
活
動
の
支
援
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
住
宅
情

報
の
提
供
等
を
推
進
し
、
県
外
か

ら
の
移
住
者
の
増
加
や
二
地
域
居

住
の
奨
励
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
本
市
で
起
業

で
き
る
高
度
な
思
考
力
・
技
術
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

不
妊
治
療
費
助
成
、
産
前
・
産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
産
後
ケ
ア
事

業
を
実
施
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

　

育
児
用
品
購
入
費
助
成
、
保
育

環
境
の
充
実
、
保
育
所
等
利
用
者

負
担
金
及
び
給
食
費
の
軽
減
措
置
、

中
学
校
就
学
準
備
給
付
金
の
支
給
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
、
未
就
園
児

を
対
象
と
し
た
お
試
し
ク
ー
ポ
ン

券
交
付
事
業
、
病
児
保
育
事
業
へ

の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
浜
崎
小
学
校
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
助
成
金

に
お
き
ま
し
て
、
世
帯
構
成
員
に

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
有
す
る

世
帯
に
対
す
る
上
乗
せ
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

　

第
２
次
救
急
医
療
体
制
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
下
田
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
併
せ
て
、
順
天
堂
大
学
医
学

部
附
属
静
岡
病
院
と
患
者
の
画
像

検
査
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
に
よ
り
、
速
や
か
に

救
急
医
療
が
提
供
で
き
る
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
が
い
つ

ま
で
も
地
域
の
大
切
な
存
在
と
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
相

談
体
制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

社
会
参
加
・
介
護
予
防
・
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
居
場
所
整
備
の

体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
を
図
り
、
本
市
の
資
源
や
資
産

に
着
目
し
た
新
た
な
産
業
振
興
策

の
展
開
を
推
進
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
立
ち
上
げ
た
観
光
戦

略
会
議
に
お
い
て
、
本
市
の
魅
力

化
、
観
光
戦
略
の
方
向
性
等
を
協

議
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
に
掲
げ
る
「
美
し
い
里
山
づ
く

り
」、「
世
界
一
の
海
づ
く
り
」、

「
30
カ
ラ
ー
ズ
」、「
美
味
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
、
そ
の

成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
魅
力
あ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
期
間
に

実
施
さ
れ
る
静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ア
フ
タ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、
あ
じ
さ
い
祭
を
は

じ
め
、
竹
あ
か
り
イ
ベ
ン
ト
等

夜
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

世
界
一
の
海
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
は
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ジ

オ
サ
イ
ト
の
情
報
発
信
を
図
り
、
各

種
講
座
の
開
催
等
を
企
画
し
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
、
米
国
サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ー

ム
に
対
し
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
機
会
を
通
し
て

小
中
学
生
と
の
交
流
を
要
請
し
、

米
国
と
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
聖
火
リ
レ
ー
及
び
そ
れ
に

係
わ
る
諸
行
事
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
醸
成
に

努
め
、
将
来
の
レ
ガ
シ
ー
の
構
築

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

め
、
校
章
、
校
歌
、
部
活
動
等
具

体
的
な
検
討
を
行
い
、
１
校
化
に

向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
ま
し

た
。
な
お
、
制
服
が
決
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
各
中
学

校
に
お
い
て
、
新
１
年
生
は
新
し

い
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車

道
の
整
備
促
進
に
関
し
て
は
、
天

城
北
道
路
や
道
の
駅
伊
豆
月
ヶ
瀬

が
供
用
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、

河
津―
下
田
道
路
の
第
Ⅱ
期
区
間

の
工
事
に
お
い
て
ト
ン
ネ
ル
や
橋

梁
な
ど
が
姿
を
現
し
て
き
た
こ
と

で
、
国
と
県
へ
の
要
望
活
動
の
成

果
が
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
く

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
昨
年
度
は
、
既
存
事
業

の
他
、
旧
下
田
地
区
に
お
け
る
街

な
み
環
境
整
備
事
業
や
駐
車
場
整

備
、
観
光
地
エ
リ
ア
景
観
計
画
の

策
定
、
教
育
環
境
整
備
（
空
調
機

器
・
校
舎
建
設
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
、
市
役
所
移

転
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
な
ど
、

新
規
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
分
野

で
将
来
へ
の
動
き
が
芽
生
え
始
め

る
な
ど
、
基
本
方
針
の
具
現
化
を

目
指
し
、
企
画
立
案
し
た
事
業
は

ほ
ぼ
順
調
に
進
捗
し
た
と
の
確
信

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
三
本
柱
の
根
幹
と
な
る
既
存

事
業
は
堅
持
し
つ
つ
、
地
域
の
課

題
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
へ
の

投
資
と
な
る
未
来
志
向
の
事
業
を

盛
り
込
み
、
さ
ら
に
は
市
民
の
皆

様
と
行
政
が
密
接
な
協
力
関
係
を

継
続
的
に
維
持
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

明
る
い
未
来
を
構
築
す
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
能
動
的
な
施

策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

庁
内
各
分
野
の
連
携
を
よ
り
強

固
に
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
に

お
い
て
実
践
経
験
を
持
つ
人
材
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
重
点

事
業
と
し
て
掲
げ
て
い
る
三
本
柱

を
推
進
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、
効

率
的
・
効
果
的
に
能
力
を
発
揮
で

き
る
組
織
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
人
口
減

対
策
の
一
層
の
推
進
に
向
け
て
、

新
た
に
産
業
振
興
課
内
に
「
地
域

経
済
促
進
係
」
を
設
置
し
、
移
住
・

交
流
居
住
促
進
事
業
、
空
き
家
・

空
き
店
舗
対
策
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
各
産
業
と
連
携
し
、
地
域
活

性
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

転
入
者
や
交
流
人
口
、
関
係
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
の
移
住
・

交
流
居
住
促
進
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
感
じ
ら
れ
る
施
策
と
し
て
、

医
療
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
等
の

充
実
や
健
康
増
進
の
促
進
、
各
地

区
特
有
の
課
題
解
決
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
に
力
を
注
ぎ
、
本
市
の
持
つ
魅

力
を
丁
寧
に
磨
き
上
げ
、
首
都
圏

周
辺
に
向
け
た
情
報
発
信
及
び
政

府
機
関
を
利
用
し
て
外
国
へ
の
情

報
発
信
も
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
雇
用
機

会
の
増
加
な
ど
の
産
業
基
盤
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
や
起

業
支
援
施
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

逐
次
不
備
な
点
を
補
う
と
と
も
に
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
防
災

対
策
を
推
進
し
、
万
全
な
災
害
対

策
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
三
本
の
柱
は
、
相
互
の

連
関
に
よ
る
相
乗
効
果
を
常
に
意

識
し
、
庁
内
に
お
け
る
横
断
的
な

事
業
展
開
は
も
と
よ
り
、
市
民
や

関
係
各
位
の
積
極
的
な
参
加
、
協

力
に
よ
り
は
じ
め
て
効
果
を
発
揮

で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
は
、
今
年
度
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
建
設
工
事
に
関
し
て
は
、
社

会
情
勢
等
に
よ
り
当
初
計
画
よ
り

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
に
建

設
工
事
に
着
手
し
、
令
和
４
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と

な
る
「
第
４
次
下
田
市
総
合
計
画
」

は
、
今
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
人
口
減
少
、
経

済
の
低
迷
等
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
、
本
市
が
再
興
に
向
け
て
進

む
べ
き
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
実
効
性
の
高
い
新

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

市
立
中
学
校
の
再
編
に
当
た
っ
て

は
、
令
和
４
年
度
の
開
校
に
向
け
て
、

生
徒
の
教
育
環
境
の
向
上
を
第
一

に
、
未
来
の
下
田
を
担
う
中
学
校

と
し
て
の
再
編
整
備
を
進
め
ま
す
。

令
和
２
年
度

施 

政 

方 

針

昨
年
度
の
市
政
を
顧
み
て

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

重
点
事
業
へ
の
対
応

組
織
機
構

三
本
柱

重
要
課
題

新
年
度
の
市
政
執
行
に
当
た
っ
て

①
人
口
減
対
策

②
経
済
活
性
化
対
策

③
防
災
対
策

◎
人
口
減
対
策
事
業

◎
観
光
振
興
を
主
体
と
し
た

　
　
　
　
　
　
経
済
活
性
化
事
業

①
人
口
減
対
策

②
少
子
化
対
策

④
医
療
・
高
齢
者
福
祉
事
業

①
観
光
振
興
策

③
子
育
て
支
援


